


今号は第18号です。
毎年１回、夏に発行する予定です。

【継続性】

2023年7月20日【発行日】

この報告書について

●

●

●

【対象事業所】
本報告書の対象範囲は、株式会社ＩＨＩ原動機の国内全事業所（関係会社を
含む）です。
【対象期間】
2022年度（2022年4月～2023年3月）です。
ただし、エネルギー・廃棄物処理等については経年変化を知るために
2013年度から2021年度のデータも掲載しています。
環境報告書の本文（事例記事含む）内では、株式会社IHI原動機（IHI 
Power Systems Co., Ltd.）を「IPS」という略称を用いて記載します。

【範 囲】

●

●

この報告書は環境省発行の「環境報告書ガイドライン2018年版」に準拠して、株式会社
ＩＨＩ原動機の環境に対する活動内容をまとめたものです。
株式会社IHIは、2022年3月31日付「株式会社IHI原動機の舶用大型エンジンおよびそ
の付随事業の承継に関する基本合意書の締結について」で公表いたしましたとおり、株
式会社三井E&Sホールディングスとの間で、株式会社IHI原動機の大型エンジンおよび
その付随製品等に関する事業の譲渡を2023年4月1日に実行しました。
本文中の一部に、事業継承対象部門による活動やそれに伴う環境負荷の情報等の内容
を含み掲載しています。

株式会社ＩＨＩ原動機は、企業活動を通じて、持続可能な社会の実現に貢献します。
事業ならびに事業を支える基盤の取り組みを通じて、SDGs（持続可能な開発目標）の達成に貢献します。
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